
 

 

 

 

  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト」 

文部科学省マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト」

（R6～7 年度）の取組や、専門高校と産業界との持続可能な連携に資する情報、さらには各高校

で取り組んでいる好事例について情報提供します。 

ONE-TEAM News 

 

 

北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 

 

令和７年（2025 年） 

第３号 
 ８月 18 日 

 

産業界の皆さん、北海道産業の次代を担う 

職業人材育成に向けて、御登録をお願いいたします。 

「専門高校魅力発見ミーティング」を開催しました 
  ７月 10 日（木）に、中学生の保護者や中学校教諭等を対象として、専門高校の魅力を
伝える「専門高校魅力発見ミーティング」をオンラインで開催しました。当日は 60 名ほ
どの参加があり、農業、工業、商業、水産、家庭、看護、福祉の各学科の学びについて説
明があったほか、産学連携コーディネーターと在校生、卒業生によるトークセッションも
行われ、各学科の価値や魅力、専門高校の学びが働く上で役に立っていると感じることな
どについて紹介がありました。 
 参加した方々からは「各学科の学習内容が理解できたほか、卒業生が高校時代の学びを
どのように捉えているか伺うことができてよかった」や、「専門高校での具体的な高校生
活をイメージできた」などの感想が寄せられました。 
 また、本ミーティングのアーカイブ配信を９月を目途に行いますので、紙面上部に掲載
している二次元コードからぜひ御覧ください。 
 
 なお、各学科の特色や進路実績、在校生と卒業生のインタビューが掲載され、職業学科
の学びがよく分かる「専門高校魅力発見ガイド」 
も道教委ウェブページに掲載されています。 
 本発見ガイドでは、文部科学省の小中学生・ 
保護者向けサイト「すごいぞ！専門高校」や、 
専門高校 Instagram についても紹介しています。 
 
 専門高校についての理解を深められる内容に 
なっていますので、ぜひご覧ください。 
 

「産業実務家教員」の募集について 
 

本プロジェクトでは、専門高校との連携が可能な各産業に従事す
る職業人又は事業所を「産業実務家教員」と称し、昨年度、産業実
務家教員を専門高校に紹介する「産業実務家教員リスト」を作成し
ました。今年度も産学連携の一層の充実を図るため、産業実務家教
員の募集を継続し、内容を更新した「産業実務家教員リスト 2.0」
を作成します。 
 
賛同いただける方は、道教委ウェブページに記載している「登録

方法について」及び「チラシ」を御確認の上、登録フォーム URL か
らアクセスし、御登録ください。 
 

［申込締切］ 
 令和７年（2025 年）12 月 19 日（金） 
 
［申込に当たって］ 
 ○連携の際に、交通費や謝礼などの支

払いはありません。 
 ○個人又は営業所や工場などの事業所

単位で登録してください。 
 
［登録方法］ 
  紙面上部に記載の二次元コードを読

み込み、道教委ウェブページ内「産業
実務家教員の募集」の欄に掲載されて
いる URL から登録フォームにアクセス
し、御登録ください。 

 

○高校と連携した取組を行いたいが、どこに連絡
をするべきか分からない方。 

○高校生に自社や業界の業務内容を是非知っても
らいたいと考えている方。 

○会社に高校生を招いて、職場の意識改革を行い
たいと考えている方。 

○業界の発展のために、高校生を積極的に指導し
たいと考えている方。 

このような方々はぜひ、御登録ください！ 

登録されたらどうなるの？ 

 登録していただいた皆様の情報を集めた「産
業実務家教員リスト」を作成し、全道の専門高校
に配付します。 
 
 専門高校は各学校のニーズに合わせて、リス
トの中の産業実務家教員に直接連絡を取り、具
体的な連携の実施に向けて、打合せを重ね、連携
した取組を実施します。 

「北の専門高校

ONE-TEAM プ ロ

ジェクト」の詳

細はこちら→ 
 

（上）専門高校魅力発見ガイド（表紙） 
 
（左）「専門高校魅力発見ミーティング」 

でのトークセッション（福祉科） 
の様子 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 「縦のつながり」と「横のつ
ながり」を深めることで、生徒
のキャリア教育の充実や、地域
産業の理解につなげている好事
例でした！ 

「縦」と「横」の連携の実践～富良野高校の好事例～ 
 

４ 今後の取組 
 (1) 地域の観光産業への貢献 

学校外の企業・機関等との連携促進を目的に、新分掌として、「教
育企画部」を設置しています。例えば、富良野高校(～R６富良野緑
峰高校)総合ビジネス科のノウハウを生かし、地元企業「株式会社
野菜田」と連携して「野菜スナックサプリ」を開発するなど、地域
の基幹産業である観光業に貢献する取組を行う予定です。 

 (2) 学科の垣根を越えたキャリア教育の推進 
   普通科の生徒に対して、農業分野の職業に対する理解を深める

取組を実施するほか、農業科と工業科の連携を推進し、農業生産の
自動環境制御やデジタルデータの活用に共同で取り組む予定です。 

富良野高校は、富良野高校と富良野緑峰高校が再編統合して今年度
新設された学校であり、「伝統継承と新時代への対応、そして、みんな
の夢を叶え、選ばれ続ける学校へ」をコンセプトに学校の魅力化の取組
を展開しています。 
本校は、普通科３学級、農業科（園芸観光デザイン科）１学級、工業

科（電気情報システム科）１学級の学科構成となっています。全ての学
科で単位制を導入し、生徒の多様なニーズに応える教育を実現すると
ともに、ＤＸハイスクールとして最新の機器を導入し、社会の変化に対
応できる職業人材育成を目指した取組を実践しています。 

２ 地元産業界と連携したキャリア教育の実践 
 

３ 学科の垣根を越えた連携 
 

本号では、富良野高校における地域や産業界と連携した人材を育成するための取組や、園芸観光デザイン科と電気情報
システム科の学科の垣根を越えた連携事例について紹介します。 
 

１ 学校概要 
 

 富良野高校では、今年度、富良野商工会議所、
富良野市と連携し、生徒が地元企業や様々な職
業について理解を深める目的で、本校を会場に
「高校生向け企業体験会」を実施しました。当
日は、富良野圏域の企業 25 社がそれぞれの特色
を生かしたブースを学校敷地内に設置し、仕事
内容についての説明や、重機の操縦体験などを
行い、参加した生徒たちは職業観を醸成すると
ともに、地域企業への理解を深めることができ
ました。 
 
 本イベントには、富良野高校の生徒にとどま
らず、近隣の高校の生徒も参加し、地元の高校
と産業界が地域の職業人材育成の在り方につい
て考えを深める機会にもなりました。 

富良野地域は、タマネギ栽培が盛んな地域
ですが、管理作業のうち特に重要な水管理に
ついて、土壌水分量の把握が難しく、適切な潅
水量の設定が困難という課題があります。こ
のことを踏まえ、農業特別専攻科と電気情報
システム科が連携し、地域の基幹産業である
農業に関する研究を行っています。 
 
 課題解決に向けて、電気システム科（電気情
報システム科）のノウハウを生かし、土質によ
って変わる土壌水分量を正確に測定するセン
サーを製作し、圃場に設置しました。 
 

× 産 学 

農 工 × 

さらに電子データを、土壌水分量を示すｐｆ値に換算するプログラミ
ングを生徒自ら設定し、規準を下回ると地下灌漑装置により、水が供給
される仕組みを考えました。このことに加えて、現在では自作のテンシ
オメータを製作し、農業分野における工業技術の活用について、さらに
学びを深めています。 
 
 本研究により、農業特別専攻科の学生はもとより、農業科の生徒は、
高品質な作物生産について学びを深めたとともに、水資源に着目した持
続可能な農業生産について深く考える機会となりました。 
 また、工業科の生徒も、専門的な学習の深化につながっただけではな
く、普段の学びが地域産業の今後を考える上で重要であることを実感す
ることにつながりました。 
 

高校生向け企業体験会の様子 

地域の基幹産業である農業についての学習の様子 

電気情報システム科で製作した自動潅水装置の模型 

地域イベントにおける「野菜スナックサプリ」販売会の様子 


